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1. 2025年3月期第2四半期（中間期）の連結業績（2024年4月1日～2024年9月30日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年中間期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

中間純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2025年3月期中間期 633 △32.4 △139 ― △142 ― 8 △97.7

2024年3月期中間期 936 42.0 △85 ― 235 ― 379 ―

（注）包括利益 2025年3月期中間期　　8百万円 （―％） 2024年3月期中間期　　333百万円 （―％）

1株当たり中間純利益
潜在株式調整後

1株当たり中間純利益
円 銭 円 銭

2025年3月期中間期 0.06 ―

2024年3月期中間期 2.68 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

2025年3月期中間期 3,159 3,019 95.6

2024年3月期 3,274 3,010 91.9

（参考）自己資本 2025年3月期中間期 3,019百万円 2024年3月期 3,010百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2024年3月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00

2025年3月期 ― 0.00

2025年3月期（予想） ― 0.00 0.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 2025年 3月期の個別業績予想（2024年 4月 1日～2025年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 610 △15.1 △290 ― △295 ― △99 ― △0.70

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有



※ 注記事項

(1) 当中間期における連結範囲の重要な変更 ： 有

新規 ― 社 （社名） 、 除外 1 社 （社名） 株式会社なごみ設計

(2) 中間連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2025年3月期中間期 141,593,749 株 2024年3月期 141,593,749 株

② 期末自己株式数 2025年3月期中間期 2,167 株 2024年3月期 2,167 株

③ 期中平均株式数（中間期） 2025年3月期中間期 141,591,582 株 2024年3月期中間期 141,591,582 株

※ 第2四半期（中間期）決算短信は公認会計士又は監査法人のレビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　　本資料に記載している業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報および合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実
際の業績等は、様々な要因により大きく異なる可能性があります。なお、上記予想に関する事項は、添付資料３ページ「１.当中間決算に関する定性的情報（３）
業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当中間決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当中間連結会計期間におけるわが国経済は、一部に足踏みが残るものの緩やかな景気回復基調を維持する一方

で、為替相場の変動、原材料の価格高騰、中東情勢の緊迫化等による景気減速リスクは依然として高まっており

先行き不透明な状況が続いております。

このような状況の下、当中間連結会計期間における当社グループの業績は、売上高６億33百万円（前年同中間

期比 32.4％減）、営業損失１億39百万円（前年同中間期営業損失85百万円）、経常損失１億42百万円（前年同中

間期経常利益２億35百万円）となりましたが、子会社株式売却益１億55百万円を特別利益に計上したことにより

親会社株主に帰属する中間純利益８百万円（前年同中間期純利益３億79百万円）となりました。

セグメント業績は次のとおりであります。

（ニッケル事業）

前年同期に比べ販売価格が下落したことにより、売上高は３億10百万円（前年同中間期３億60百万円 14.0

％減）となりました。

（不動産事業）

賃貸料収入のみ計上されたため、売上高は３百万円(前年同中間期75百万円 95.5％減)となりました。

（教育事業）

売上はありませんでしたが、事業所維持のため費用等が発生しているため、セグメント損失（営業損失）

は、８百万円（前年同中間期セグメント損失９百万円）となりました。

（スマートＤＸソリューション事業）

2024年８月より開設された新事業のため売上はありませんでしたが、費用が発生しているため、セグメン

ト損失（営業損失）は９百万円）となりました。

（リフォーム関連事業）

売上の時期が後ろ倒しになるなどにより、売上高は３億20百万円（前年同中間期５億１百万円 36.1％減）

となりました。

（２）財政状態に関する説明

資産、負債及び純資産の状況

（資産）

当中間連結会計期間末の資産につきましては、流動資産は30億77百万円となりました。これは主に現金及

び預金17億31百万円等によるものであります。

固定資産は、82百万円となりました。これは主に敷金及び保証金51百万円等によるものであります。

（負債）

当中間連結会計期間末の負債につきましては、流動負債は36百万円となりました。これは主に買掛金14百

万円等によるものであります。

固定負債は、１億３百万円となりました。これは主に役員退職慰労引当金84百万円等によるものでありま

す。

（純資産）

当中間連結会計期間末の純資産につきましては、30億19百万円となりました。

なお、当中間連結会計期間より貸借対照表は非連結で作成しているため、前年同期比較を行なっておりませ

ん。
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キャッシュ・フローの状況

当中間連結会計期間における現金及び現金同等品（以下「資金」という）の四半期末残高は、21億30百万

円となりました。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

当中間連結会計期間における営業活動により減少した資金は、３億９百万円となりました。

これは主に、税金等調整前四半期純利益13百万円、子会社株式売却益１億55百万円、たな卸資産の増加

１億８百万円等があったことによるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

当中間連結会計期間における投資活動により増加した資金は、２億７百万円となりました。

これは主に、連結の範囲の変更を伴う子会社株式の売却による収入１億90百万円等によるものでありま

す。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

当中間連結会計期間における財務活動により減少した資金は、僅少な額でした。

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明

2025年３月期の通期業績予想につきましては、2024年８月13日に公表いたしました通期連結業績予想から修正

しております。修正の内容ならびに修正の理由につきましては、本日別途公表しております「2025年３月期第２

四半期累計期間業績予想と実績の差異及び非連結決算への移行並びに通期業績予想の修正に関するお知らせ」を

ご参照ください。
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２．中間連結財務諸表及び主な注記

（１）中間連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(2024年３月31日)

当中間連結会計期間
(2024年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,833,534 1,731,648

預け金 418,816 418,814

受取手形、売掛金及び契約資産 208,747 162,793

商品及び製品 639,110 742,380

仕掛品 1,406 -

その他 26,140 21,422

貸倒引当金 △681 △58

流動資産合計 3,127,074 3,077,000

固定資産

有形固定資産 1,181 1,344

無形固定資産 267 -

投資その他の資産

投資有価証券 1,174 1,122

その他 214,770 117,645

貸倒引当金 △69,791 △37,412

投資その他の資産合計 146,153 81,355

固定資産合計 147,603 82,700

資産合計 3,274,677 3,159,701

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 86,470 14,657

短期借入金 3,000 -

未払金 22,864 7,944

未払法人税等 7,452 2,840

賞与引当金 2,346 3,020

役員賞与引当金 3,600 -

その他 19,443 8,417

流動負債合計 145,177 36,879

固定負債

役員退職慰労引当金 100,450 84,305

退職給付に係る負債 15,497 16,412

資産除去債務 591 591

繰延税金負債 254 236

その他 1,800 1,800

固定負債合計 118,593 103,346

負債合計 263,770 140,225
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2024年３月31日)

当中間連結会計期間
(2024年９月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 100,000 100,000

資本剰余金 2,597,570 2,597,570

利益剰余金 312,949 321,551

自己株式 △94 △94

株主資本合計 3,010,425 3,019,027

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 481 447

その他の包括利益累計額合計 481 447

純資産合計 3,010,907 3,019,475

負債純資産合計 3,274,677 3,159,701
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（２）中間連結損益計算書及び中間連結包括利益計算書

中間連結損益計算書

(単位：千円)
前中間連結会計期間
(自 2023年４月１日
至 2023年９月30日)

当中間連結会計期間
(自 2024年４月１日
至 2024年９月30日)

売上高 936,814 633,658

売上原価 846,610 548,907

売上総利益 90,203 84,751

販売費及び一般管理費 175,775 224,279

営業損失(△) △85,571 △139,528

営業外収益

受取利息 0 5

受取配当金 9,025 79

貸倒引当金戻入額 192 52

有価証券運用益 315,578 -

受取賃貸料 40 40

その他 520 1,628

営業外収益合計 325,357 1,806

営業外費用

支払利息 4,193 27

その他 - 4,930

営業外費用合計 4,193 4,957

経常利益又は経常損失（△） 235,592 △142,679

特別利益

子会社株式売却益 - 155,949

投資有価証券売却益 147,442 -

特別利益合計 147,442 155,949

特別損失

子会社株式評価損 347 -

特別損失合計 347 -

税金等調整前中間純利益 382,687 13,269

法人税、住民税及び事業税 2,935 4,667

法人税等合計 2,935 4,667

中間純利益 379,751 8,601

非支配株主に帰属する中間純利益 - -

親会社株主に帰属する中間純利益 379,751 8,601
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中間連結包括利益計算書

(単位：千円)
前中間連結会計期間
(自 2023年４月１日
至 2023年９月30日)

当中間連結会計期間
(自 2024年４月１日
至 2024年９月30日)

中間純利益 379,751 8,601

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △46,235 △33

その他の包括利益合計 △46,235 △33

中間包括利益 333,515 8,568

（内訳）

親会社株主に係る中間包括利益 333,515 8,568

非支配株主に係る中間包括利益 - -
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（３）中間連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)
前中間連結会計期間
(自 2023年４月１日
至 2023年９月30日)

当中間連結会計期間
(自 2024年４月１日
至 2024年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前中間純利益 382,687 13,269

減価償却費 688 752

子会社株式評価損 347 -

子会社株式売却損益（△は益） - △155,949

有価証券売却損益（△は益） △270,860 -

有価証券評価損益（△は益） △44,717 -

投資有価証券売却損益（△は益） △147,442 -

受取利息及び受取配当金 △9,026 △84

支払利息 4,193 27

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 874 915

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 1,435 △16,145

貸倒引当金の増減額（△は減少） △192 △52

売上債権の増減額（△は増加） △86,393 △58,357

仕入債務の増減額（△は減少） 47,122 34,725

棚卸資産の増減額（△は増加） △62,213 △108,277

前渡金の増減額（△は増加） 75,318 -

前払費用の増減額（△は増加） △1,281 △2,049

未収入金の増減額（△は増加） 509 18

預け金の増減額（△は増加） △281 1

未払金の増減額（△は減少） 4,509 △13,052

未払費用の増減額（△は減少） 419 △1,999

預り金の増減額（△は減少） 420 △1,703

契約負債の増減額（△は減少） △31,080 3,300

未収又は未払消費税等の増減額（△は減少） △26,042 1,301

未払法人税等の増減額（△は減少） 485 1,377

その他 10,810 245

小計 △149,709 △301,735

利息及び配当金の受取額 7,643 78

法人税等の支払額 △8,451 △7,739

利息の支払額 △4,193 △27

営業活動によるキャッシュ・フロー △154,710 △309,423

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 - △878

有価証券の純増減額（△は増加） 273,475 -

投資有価証券の売却による収入 542,077 -

敷金及び保証金の回収による収入 85 -

敷金及び保証金の差入による支出 △34 △190

信用取引に係る資産及び負債の増減額 △306,468 -

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の売却によ
る収入

190,039

その他 △722 18,567

投資活動によるキャッシュ・フロー 508,411 207,539

財務活動によるキャッシュ・フロー

配当金の支払額 △18 △1

財務活動によるキャッシュ・フロー △18 △1

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 353,683 △101,886

現金及び現金同等物の期首残高 1,288,533 2,232,672

現金及び現金同等物の中間期末残高 1,642,216 2,130,786
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（４）中間連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

前中間連結会計期間（自 2023年４月１日 至 2023年９月30日）

該当事項はありません。

当中間連結会計期間（自 2024年４月１日 至 2024年９月30日）

該当事項はありません。

（当中間連結会計期間における重要な子会社の異動）

当社は、2024年７月31日付で連結子会社である株式会社なごみ設計の全株式を株式会社エルアイイーエイチ

に譲渡いたしました。

これに伴い、みなし売却日を2024年９月30日といたしましたので、当中間連結会計期間においては損益計算

書のみを連結しております。

（会計方針の変更）

（「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」等の適用）

「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」（企業会計基準第27号 2022年10月28日。以下「2022年

改正会計基準」という。）等を当中間連結会計期間の期首から適用しております。

法人税等の計上区分（その他の包括利益に対する課税）に関する改正については、2022年改正会計基準第

20-３項ただし書きに定める経過的な取扱い及び「税効果会計に係る会計基準の適用指針」（企業会計基準適

用指針第28号 2022年10月28日。以下「2022年改正適用指針」という。）第65-２項（2）ただし書きに定める

経過的な取扱いに従っております。

また、連結会社間における子会社株式等の売却に伴い生じた売却損益を税務上繰り延べる場合の連結財務

諸表における取扱いの見直しに関連する改正については、2022年改正適用指針を当中間連結会計期間の期首

から適用しております。当該会計方針の変更は、遡及適用され、前中間会計期間及び前連結会計年度につい

ては遡及適用後の中間連結財務諸表及び連結財務諸表となっております。

これによる、中間連結財務諸表及び連結財務諸表への影響はありません。

（セグメント情報等の注記）

【セグメント情報】

Ⅰ 前中間連結会計期間(自 2023年４月１日 至 2023年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント
その他
(注)１

合計

ニッケル事業 不動産事業 教育事業
リフォーム
関連事業

売上高

外部顧客への売上高 360,573 75,226 ─ 501,015 ─ 936,814

計 360,573 75,226 ─ 501,015 ─ 936,814

セグメント利益又は
セグメント損失(△)

△6,145 581 △9,506 42,376 ─ 27,305

(注) １．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、「スーパーマーケット関連事業」

を含んでおります。
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２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と中間連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容(差

異調整に関する事項)

(単位：千円)

利 益 金額

報告セグメント計 27,305

全社費用(注) △112,876

中間連結損益計算書の営業損失(△) △85,571

(注) 全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

Ⅱ 当中間連結会計期間(自 2024年４月１日 至 2024年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント
その他
(注)１

合計

ニッケル事業 不動産事業 教育事業
スマートＤＸ
ソリューショ

ン事業

リフォーム
関連事業

売上高

外部顧客への売上高 310,110 3,388 ― ― 320,160
―

633,658

計 310,110 3,388 ― ― 320,160 ― 633,658

セグメント利益又は
セグメント損失(△)

20,184 △4,507 △8,195 △9,635 8,337 ― 6,183

(注) １．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、「スーパーマーケット関連事業」

を含んでおります。

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と中間連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容(差

異調整に関する事項)

(単位：千円)

利 益 金額

報告セグメント計 6,183

全社費用(注) △145,711

中間連結損益計算書の営業損失(△) △139,528

(注) 全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

３．報告セグメントの変更等に関する事項

当グループのセグメントは、「ニッケル事業」、「不動産事業」、「教育事業」、「リフォーム関連事業」、

「その他」の５つに区分しておりましたが、2024年８月より新規事業として「スマートＤＸソリューション事業」

を立ち上げたことで、これを加えた６つのセグメントに変更することといたしました。なお、2024年10月からは、

「リフォーム関連事業」を運営している関連会社である株式会社なごみ設計の全株式を、株式会社エルアイイーエ

イチに売却したことにより、「リフォーム関連事業」は無くなります。
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３．その他

継続企業の前提に関する重要事象等

前連結会計年度においては、営業損失やマイナスの営業キャッシュ・フローを計上しており、当中間連結累計

期間においても、営業損失の状態が続いておりますので、継続企業の前提に関する重要事象等が存在しておりま

す。しかしながら、この状況を改善するため2023年３月期に資金調達を行ない、前期2024年３月期において有価

証券運用益で大きな利益をあげ、資金計画が充分できたこと等により不確実性は認められません。

そのため、継続企業の前提に関する注記の必要は無いものと判断しております。


